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次号予告「単一光子検出技術とその応用」

巻頭言
量子情報からシングルフォトンイメージングへ 

  ‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥井上修一郎

解　説
マイクロ波単一光子検出技術  ‥‥‥‥‥‥猪股邦宏ほか
テラヘルツ波のフォトンカウンティング計測 

  ‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥生嶋健司
量子もつれ光子を用いた意思決定 

  ‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥ニコラ・ショヴェほか
超伝導窒化ニオブチタン薄膜ナノストリップを用いた 
単一光子検出技術  ‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥三木茂人
超伝導検出器による X 線単一光子分光技術 

  ‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥大久保雅隆

研究論文
正確なUV-LEDの評価に向けたスペクトルミスマッチン
グ補正の重要性を検討した紫外放射照度計の比較検証 
  ‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥木下健一ほか

気になる論文コーナー

今後の特集予定
49巻 10号「超高速ワンショット計測技術の展開」
49巻 11号「トポロジーが織りなす光学現象とその応用」 

//編集後記 //

　近年，量子論・量子力学を利用して生命現象を解明し
ようとする研究が報告されるようになり，これらの視点
や技術で，生命の謎の解明や，バイオ・医療分野のイノ
ベーションを創生しようとする学術領域「量子生命科
学」が日本でも誕生しました．本号では，光との関係を
織り込みながらそれぞれの研究を解説していただき，読
者の皆様に量子と光のシナジーについて考えるきっかけ
を提供できればと考え，特集を企画しました．
　今回の特集では，まず量子生命科学領域の概説と最近
の技術への導入や今後の可能性について，光との関わり
を意識して総合報告で俯瞰していただきました．そし
て，ここに記されている多くの研究内容の中から，光学
と関連の深い研究について取り上げ，解説をご執筆いた
だきました．注目度の高い量子センサーによる生体細胞
観察や，量子もつれ光を用いた高精度な光計測方法，ま
た，量子もつれによる動物の磁気感受のメカニズムにつ
いて取り上げ，解説をご執筆いただきました．さらに，
最新成果から，世界最小のナノサイズの量子センサーの
研究についてご執筆いただきました．
　最後になりましたが，コロナ禍の非常にご多忙な状況
下にもかかわらず，本特集のために貴重な記事をご執筆
いただきました著者の皆様に，この場を借りて心よりお
礼申し上げます． （三木，笹川）

特集関連の原著論文を募集しています
　「光学」では上記テーマの特集を企画しています．これに合わせて，特集テーマに関連のある原著論文を募集
いたします．投稿締切は，当該特集号の発行月の４か月前の 10日とします．
　特集関連の論文については査読作業をより迅速化し，採択となった論文はその特集号の発刊に合わせて掲載す
るようにいたします．特集号を明記のうえご投稿ください．詳しくは「光学」編集局 kogaku@academic-j.co.jp 
にお問い合わせください．
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